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（技術名）爪楊枝を用いた人工接種によるパインアップル小果腐敗病の簡易抵抗性評価法 

（要約）パインアップル品種間における小果腐敗病の抵抗性の程度は、滅菌した爪楊枝で病原

菌の培養菌糸および分生子を少量かきとり、２～５分熟の果実の小果間へ接種後に果肉に形

成される病斑の最大幅を計測し、クラスター分析を行うことにより簡易に評価できる。 
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［背景・ねらい］ 

 近年、県産出荷のパインアップル果実に小果腐敗病が発生して問題となっている。本病は収

穫・出荷時に外観から症状を判別できず、消費者が購入後に果実を切って初めて発覚するため、

産地ブランドのイメージ低下をもたらす。また、本病の登録農薬はなく、現在防除が困難な状

況にある。そのため、本病に対する抵抗性品種の開発が望まれている。本病に対する抵抗性評

価として、従来は自然感染による発病程度を評価していたが、発病の年次変動が大きく、正確

な評価が困難である。また、原病徴の再現には果実内部への有効な接種法の開発が望まれる。

そこで、室内条件下で簡便に評価できる簡易抵抗性評価法の開発を行う。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．簡易抵抗性評価法は、１cm 程に切断した滅菌爪楊枝（121℃、15 分処理）の先端部で、PDA
培地上の培養菌糸および分生子を少量かきとり、爪楊枝ごとパインアップル果実の小果間

に挿入する。その後、接種果実を 25℃の室内で１週間保存する。接種１週間後に果実を輪

切りにし、接種箇所の病斑の最大幅を計測する（図１、図２）。 
２．接種に用いる果実は２分～５分熟果を使用する。完熟果（水浸状果実）では発病しない（デ

ータ省略）。 

３．簡易抵抗性評価法では、抵抗性が極弱に「ゴールドバレル」、「ボゴール」および沖縄 22
号、弱に「ソフトタッチ」、中に沖縄 19 号、強に沖縄 21 号および「沖農 P17」、極強に

「MD2」、「N67-10」および「ゆがふ」と判定される（表、図３）。 
４．2016、2018 年度の農業研究センター名護支所の自然夏実における 10 品種の圃場の発病度

と簡易抵抗性評価法の評価を比較すると、抵抗性の程度は 80％と高い確率で一致する

（表）。一方、「ボゴール」および沖縄 21 号のように評価が一致しない品種も存在する。 
 
［成果の活用面・留意点］ 
１．研究機関においてパインアップルの病害抵抗性育種に活用する。 

２．接種で用いる病原菌は、PDA 培地で培養した Fusarium ananatum の KF１株：MAFF245791
および KF２株：MAFF245792（山城ら、2019）を使用する。２菌株は塩基配列および病原

性は同一だが、コロニー形態と菌糸生育速度が異なるため、評価は２菌株で行う。 

３．接種で用いた果実は７～９月に収穫したものである。また、接種は１菌株につき１果実の

３カ所（上部・中央・下部）に行う。１品種で５果以上使用することが望ましい。 
４．表内の抵抗性の程度は、病斑幅の数値をもとにソフトウェア（エクセル統計：BellCurve）

を用いてユーグリット平方距離を求め、ウォード法による階層的クラスター分析により、

極弱、弱、中、強、極強の５グループに分類している。 
５．実際に簡易抵抗性評価法で判定する場合は、あらかじめ分かっている圃場抵抗性が弱の品

種と強の品種の病斑幅を比較しながら、クラスター分析を用いて統計的に判断する。 
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KF1株 KF2株 KF1株 KF2株

ゴールドバレル  15.9±1.01) 17.3±0.6 13.0±0.5 13.6±0.4  極弱2) 16.1 7.0 極弱

ボゴール 16.3±0.6 16.2±0.5 12.7±0.3 13.2±0.3 極弱 5.0 3.3 強

沖縄22号 17.1±0.8 17.2±0.8 13.1±0.4 13.0±0.4 極弱 10.5 4.9 弱

ソフトタッチ 17.5±0.5 17.0±0.5 12.2±0.3 12.1±0.4 弱 12.9 1.6 弱

沖縄19号 15.2±0.3 15.6±0.4 13.5±0.3 13.5±0.3 中 1.6 8.3 中

沖縄21号 15.6±0.7 16.6±0.7 11.1±0.3 11.6±0.2 強 5.1 10.2 中

沖農P17 15.4±0.6 14.8±0.7 11.1±0.2 11.5±0.3 強 0.0 1.7 極強

MD2 13.6±0.6 13.9±0.5 11.0±0.4 11.2±0.4 極強    0.0*4) 0.0 極強

N67-10 13.8±0.3 13.9±0.2 10.7±0.2 11.1±0.2 極強 4.5 1.8 強

ゆがふ 13.0±0.8 13.4±0.8 10.7±0.3 11.3±0.3 極強 5.1 3.3 強

1）1品種につき5～23果の平均値±標準誤差を示す．

4)*：MD2のみ2017年データ

2018

2)階層的クラスター分析（ウォード法）により、極弱、弱、中、強、極強の5グループに分類した．

3)2016、2018年度の農研センター名護支所の自然夏実における圃場発病度データ．発病度は5段階の指数で
  評価し、次の式で算出した。発病度＝（微n×1）（少n×2）＋（中n×3）＋（多n×4）＋（甚n×5）÷（調査数×
  5）×100．

表　簡易抵抗性評価法および圃場の発病度によるパインアップル小果腐敗病抵抗性の品種間差

品種

簡易抵抗性評価法 圃場の発病度3)

病斑幅（mm）
抵抗性
の程度

2016 2018
抵抗性
の程度

2017

［具体的データ］ 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                        
                                       
 
 
 
 

［その他］ 
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